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最 新 医 療 情 報

　

相
鉄
線
の
二
俣
川
駅
北
口
か

ら
徒
歩
で
10
数
分
。
県
の
運
転

免
許
試
験
場
の
横
に
立
つ
純
白

の
建
物
が
、
完
成
し
た
ば
か
り

の
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
は
1
9
6
3
年

（
昭
和
38
年
）
に
、
県
立
成
人

病
セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
が
、
増
え
続

け
る
が
ん
患
者
に
対
応

す
る
た
め
、
1
9
8
6

年
（
昭
和
61
年
）
に
名

称
を
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
に
変
更
。
以
来
、

県
内
で
唯
一
の
が
ん
専

門
病
院
と
し
て
、
最
先

端
の
診
療
と
研
究
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
半
世
紀
が
経
過
し

て
、
建
物
の
老
朽
化
が

進
み
、
加
え
て
が
ん
患

者
の
急
増
に
よ
り
、
病

院
そ
の
も
の
が
手
狭
に

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
場
所

も
少
し
移
し
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。★

　

完
成
し
た
新
病
院
は
、
地
上

７
階
・
地
下
１
階
建
て
。総
ベ
ッ

ド
数
は
４
１
５
床
で
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
旧
病
院
と
比
べ
て
、

敷
地
面
積
（
約
３
万
７
千
㎡
）

は
約
２
倍
、
延
べ
床
面
積
（
約

５
万
１
千
㎡
）
も
約
１
・
５
倍

に
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
診
療
ス
ペ
ー
ス

を
は
じ
め
、
病
室
や
待
合
室
、

廊
下
な
ど
も
広
々
と
し
て
お

り
、
病
院
全
体
が
明
る
く
、
と

て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
じ
で

す
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
赤
池
信

総
長
に
よ
る
と
、今
回
の
移
転
・

新
築
に
当
た
っ
て
、
一
番
心
が

け
た
の
は
①
最
新
で
、
高
度
な

が
ん
医
療
の
推
進
②
療
養
環
境

の
改
善
③
外
来
を
中
心
と
し
た

待
ち
時
間
の
短
縮
④
患
者
さ
ん

に
優
し
く
、
質
の
高
い
医
療
の

提
供
⑤
都
道
府
県
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
強

化
―
だ
そ
う
で
、
中
で
も
①
～

④
に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を
注

い
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
「
最
新
・
高
度
な
が
ん

医
療
の
推
進
」
で
は
、
放
射
線

に
よ
る
治
療
を
強
化
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
２
台
し
か
な
か
っ
た

リ
ニ
ア
ッ
ク
＝
写
真
①
＝
を
４

台
に
増
設
。リ
ニ
ア
ッ
ク
と
は
、

多
く
の
が
ん
に
効
果
が
期
待
で

き
る
高
精
度
の
放
射
線
治
療
装

置
で
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、

特
に
前
立
腺
が
ん
や
肺
が
ん
の

治
療
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
病
巣
が
体
内
の

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
を
正
確
に

調
べ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
画
像

診
断
装
置
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

─

Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た

医
療
機
器
も
、
最
新
で
高
性
能

な
も
の
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
内
視
鏡
手
術
を

強
化
す
る
た
め
、
内
視
鏡
室
を

４
室
か
ら
６
室
に
増
設
。
化
学

療
法
な
ど
で
体
の
抵
抗
力
が
落

ち
、
他
の
病
気
に
感
染
し
や
す

い
患
者
さ
ん
の
た
め
の
無
菌
病

床
（
20
か
ら
30
に
）
と
緩
和
ケ

ア
病
床
（
14
か
ら
20
に
）
も
、

大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

２
番
目
の
「
療
養
環
境
の
改

善
」
で
は
、
快
適
な
入
院
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
、
大
幅
な
病

室
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
６
人
床
室
は
全
廃
し
て
、
ゆ

新
装
な
っ
た

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

　
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
旭
区
）
の
新
し
い
病
院

が
完
成
し
、
昨
年
末
か
ら
新
病
院
で
の
外
来
診
療
な
ど
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
病
院
は
、
最
新
鋭
の
医
療
機
器
な
ど
を
導
入
し

て
、
よ
り
高
度
で
先
進
的
な
が
ん
治
療
の
推
進
に
努
め
る
一
方
、

個
室
の
増
設
な
ど
に
よ
る
療
養
環
境
の
改
善
や
外
来
の
待
ち
時
間

の
大
幅
短
縮
な
ど
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。そ
こ
で
、新
装
な
っ

た
同
病
院
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

最
新
・
高
度
な
医
療
を
推
進

待
ち
時
間
解
消
へ
改
善
策
も

1
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赤
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池
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と
り
の
あ
る
４
人
床
室
に
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
か
ら
、

個
室
を
強
く
希
望
す
る
患
者
さ

ん
の
声
に
応
え
、
シ
ャ
ワ
ー
や

ト
イ
レ
を
完
備
し
た
個
室
＝
写

真
②
＝
を
、
こ
れ
ま
で
の
68
室

か
ら
１
１
９
室
へ
、
ほ
ぼ
倍
増

し
ま
し
た
。

　

病
棟
内
に
は
、
飲
食
を
し
た

り
、
見
舞
い
客
な
ど
と
の
歓
談

が
で
き
る
デ
イ
ル
ー
ム
（
憩
い

の
場
）
＝
写
真
③
＝
も
整
備
さ

れ
、
明
る
く
、
く
つ
ろ
い
だ
雰

囲
気
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★

　

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
は
、
大
病
院
に
共
通
の
「
待

ち
時
間
の
短
縮
」
も
大
き
な
課

題
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
来
院

す
る
外
来
患
者
は
１
日
当
た
り

約
８
０
０
人
。
待
機
時
間
が
２

～
３
時
間
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
新
病
院
へ
の

移
行
を
機
に
診
察
室
を
大
幅
に

増
設
し
ま
し
た
。
32
室
だ
っ
た

外
来
診
療
用
の
診
察
室
を
、
ほ

ぼ
２
倍
の
62
室
に
増
や
し
、
外

来
患
者
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
施

す
化
学
療
法
室
＝
写
真
④
＝
の

ユ
ニ
ッ
ト
数
も
、
24
か
ら
50
へ

増
設
。
こ
れ
に
よ
り
一
度
に
多

く
の
外
来
患
者
が
診
察
や
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

最 新 医 療 情 報

し
た
。

　

さ
ら
に
、
血
液
検
査
な
ど
に

要
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、

採
血
ブ
ー
ス
も
増
設
。「
こ
れ

ら
一
連
の
改
善
策
で
、
外
来
患

者
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
か
な
り

短
縮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

と
、
赤
池
総
長
は
そ
の
効
果
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

待
ち
時
間
対
策
と
し
て
、
新

た
に
「
呼
出
カ
ー
ド
」
も
導
入
。

受
け
付
け
の
際
に
、
自
動
的
に

発
行
さ
れ
る
こ
の
呼
出
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
と
、
病
院
内
の

ど
こ
に
い
て
も
、
自
分
の
順
番

が
来
れ
ば
、
呼
び
出
し
て
も
ら

え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
前
の

よ
う
に
診
療
科
の
前
で
じ
っ
と

待
ち
続
け
る
必
要
は
な
く
、
食

堂
や
喫
茶
室
に
い
て
も
Ｏ
Ｋ
。

行
動
が
か
な
り
自
由
に
な
り
、

外
来
患
者
さ
ん
の
間
で
は
好
評

で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
新
病
院

で
は
「
患
者
さ
ん
に
優
し
く
、

質
の
高
い
医
療
の
提
供
」
の
一

環
と
し
て
、
新
た
に
「
患
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
＝
写
真
⑤
＝
を

設
置
。
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す

ぐ
左
手
に
あ
り
、
常
時
、
看
護

師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

詰
め
て
い
て
、
が
ん
の
治
療
や

医
療
費
の
こ
と
か
ら
、
仕
事
や

生
活
上
の
悩
み
事
ま
で
、
ど
ん

な
相
談
に
も
気
軽
に
応
じ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
「
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
も
併
設
し
、
が
ん
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
入
手
可
能

で
す
。
が
ん
看
護
専
門
看
護
師

の
渡
辺
眞
理
さ
ん
（
副
院
長
兼

看
護
局
長
）
に
よ
る
と
、「
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
、
ゆ
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
、
患
者
さ
ん
が
集
い
、

歓
談
し
た
り
、
意
見
を
交
換
し

合
う
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
新
た
に

「
漢
方
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
。
手
術
後
の
患
者

さ
ん
の
回
復
を
助
け
た
り
、
化

学
療
法
に
よ
る
副
作
用
を
軽
減

さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
漢
方
治

療
や
ワ
ク
チ
ン
療
法
の
基
礎
研

究
・
臨
床
応
用
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
12
月
の
治
療

開
始
を
め
ざ
し
、
県
内
初
と
な

る
「
重
粒
子
線
治
療
施
設
」
の

建
設
が
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
進

行
中
で
す
。重
粒
子
線
治
療
は
、

従
来
の
Ｘ
線
治
療
と
は
異
な

り
、
粒
子
線
の
一
つ
で
あ
る
重

粒
子
線
を
利
用
し
て
、
体
の
深

部
に
潜
む
が
ん
病
巣
を
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
叩
き
ま
す
。
周
辺
の

正
常
細
胞
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ

が
少
な
く
、
時
代
の
最
先
端
を

い
く
治
療
法
で
す
。

　

全
面
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
、
最
新
・
高
度
な
が
ん
治
療

が
行
え
る
環
境
が
整
っ
た
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
。
赤
池
総
長
は

「
今
後
は
県
内
唯
一
の
が
ん
専

門
病
院
と
し
て
、
そ
の
機
能
を

フ
ル
に
生
か
し
、
が
ん
の
診
療

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

県
内
初
の
「
重
粒
子
線
治
療
」

来
年
12
月
に
は
稼
働
へ

3

4

5
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医療クローズアップ

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

増
田　
重
い
病
気
で
長
期
に
入

院
し
た
り
、
治
療
が
長
引
い
て

外
来
に
何
度
も
か
か
っ
た
り
、

高
い
薬
剤
を
処
方
さ
れ
た
り
す

る
と
、
医
療
費
が
か
さ
ん
で
高

額
に
な
り
、
保
険
診
療
の
場
合

で
も
、
支
払
い
が
大
変
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
自
己
負
担
の
限
度
額

を
定
め
、
患
者
さ
ん
の
金
銭
的

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ
う

と
い
う
の
が
、こ
の
制
度
で
す
。

た
だ
、
自
己
負
担
の
限
度
額
は

一
律
で
は
な
く
、
年
齢
や
所
得

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
高
額
療
養
費
制
度
は
月

単
位
で
適
用
さ
れ
、
対
象
に
な

る
の
は
、
同
一
月
の
１
カ
月
間

の
医
療
費
支
払
い
額
が
、
定
め

ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合

で
す
。
月
を
ま
た
い
で
２
カ
月

分
を
合
算
し
た
も
の
な
ど
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
の
限
度
額
は
、
年
齢
や

所
得
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
で
す
が
、

も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

増
田　
ま
ず
年
齢
で
す
が
、「
70

歳
未
満
」
と
「
70
歳
以
上
」
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
に

応
じ
た
区
分
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、70
歳
未
満
の
場
合
は
「
上

位
所
得
者
」（
標
準
報
酬
月
額
53

万
円
以
上
）、「
一
般
」、「
低
所
得

者
」（
住
民
税
非
課
税
者
）
の
３

ラ
ン
ク
が
あ
り
、
１
カ
月
当
た
り

の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、上
位
所
得
者
で
約
15
万
円
、

一
般
で
約
８
万
円
、
低
所
得
者

だ
と
３
万
５
４
０
０
円
で
す
。

　

一
方
、
70
歳
以
上
で
は
「
現

役
並
み
所
得
者
」（
標
準
報
酬

月
額
28
万
円
以
上
な
ど
）、「
一

般
」、「
低
所
得
者
２
」（
住
民

税
非
課
税
）、「
低
所
得
者
１
」

（
住
民
税
非
課
税
で
、
年
金
収

入
の
み
な
ど
）
の
４
ラ
ン
ク
に

分
類
さ
れ
、
自
己
負
担
限
度
額

は
、
現
役
並
み
（
約
８
万
円
）、

一
般
（
４
万
４
４
０
０
円
）、
低

所
得
者
２（
２
万
４
６
０
０
円
）、

低
所
得
者
１
（
１
万
５
０
０
０

円
）―
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
場
合
は
、

外
来
診
療
に
つ
い
て
も
、
自
己

負
担
の
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
ど
れ
だ

け
医
療
費
の
負
担
が
軽
く
な
る

の
か
。「
70
歳
未
満
」
の
標
準

モ
デ
ル
（「
一
般
」
区
分
）
で

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
手
術
で
入
院
し
、

１
カ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が

１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
が
３
割
な
の
で
、
本
来
な
ら

患
者
さ
ん
は
30
万
円
を
窓
口
で

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
高
額
療
養
費
制
度
を

使
え
ば
、
支
払
い
は
自
己
負
担

限
度
額
の
約
８
万
円
だ
け
で
済

む
。
つ
ま
り
、
約
22
万
円
も
負

担
が
軽
く
な
る
わ
け
で
す
。

（
た
だ
し
入
院
時
の
食
費
や
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、
保
険
診
療

以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
適

用
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

そ
の
際
、
退
院
時
に
一
旦
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
、
本
来
の
自

己
負
担
額
で
あ
る
30
万
円
を
支

払
う
の
で
す
か
。

増
田　
一
般
的
に
は
、
そ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
加
入
し
て
い
る
公
的
医

療
保
険
に
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
を
行
う
と
、
後
日
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
約
22
万
円
が
、
高
額
療
養
費

と
し
て
返
却
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
窓
口
で
一
旦
支
払
う

医
療
費
が
余
り
に
も
高
額
で
、

す
ぐ
に
お
金
が
用
意
で
き
な
い

場
合
な
ど
は
、
入
院
前
に
加
入

す
る
公
的
医
療
保
険
か
ら
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
必
要

書
類
の
交
付
を
受
け
、
そ
れ
を

提
示
す
れ
ば
、
窓
口
で
の
支
払

い
を
自
己
負
担
限
度
額
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
、
返
却
方
式

を
採
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
の
中
に
あ
る

「
世
帯
合
算
」
と
は
、
ど
う
い

う
も
の
で
す
か
。

増
田　
患
者
本
人
の
１
回
分
の

医
療
費
の
支
払
い
が
、
自
己
負

担
限
度
額
に
達
し
て
い
な
く
て

も
、
同
一
月
内
に
複
数
の
医
療

機
関
な
ど
を
受
診
し
た
り
、
同

じ
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

同
一
世
帯
の
別
の
方
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合（
た
だ
し
、

１
回
の
自
己
負
担
額
が
２
万
１

０
０
０
円
以
上
あ
る
こ
と
が
条

件
）
は
、
そ
れ
ら
の
医
療
費
を

合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
１
カ
月
単
位
の
合
算

額
が
、
自
己
負
担
の
限
度
額
を

超
え
て
い
る
時
は
、
高
額
療
養

費
制
度
の
対
象
と
な
り
、
余
計

に
支
払
っ
た
医
療
費
を
返
却
し

て
も
ら
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
額
療
養
費
制

度
を
上
手
に
利
用
す
る
と
、
医

療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
在
、
制
度
見

直
し
の
動
き
が
あ
り
、
一
部
変

更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
制
度
を
よ
く
知
る
こ
と
。

是
非
そ
れ
を
お
薦
め
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

高
額
療
養
費
制
度

横浜市医師会常任理事

増
ます

田
だ

 英
ひで

明
あき

 先生

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
が
ん
な
ど
で
長
期
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
然
、
医
療
費
は
高
額
に
な
り
、
家
計
を
圧

迫
し
ま
す
。
そ
の
際
に
助
か
る
の
が
、
医
療
費
の
支
払
い
額
に
上
限
（
自

己
負
担
限
度
額
）
を
設
け
、
そ
れ
を
超
え
た
額
に
つ
い
て
は
支
払
い
を
免

除
す
る
「
高
額
療
養
費
制
度
」
で
す
。
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
こ
の
制
度

に
つ
い
て
、
横
浜
市
医
師
会
の
増
田
英
明
常
任
理
事
に
伺
い
ま
し
た
。

医
療
費
支
払
い
に
上
限
、患
者
負
担
を
軽
減

70歳以上

所得区分 １カ月の負担の
上限額

現役並み
所得者

80,100円＋（医療
費－267,000円）
×1%

一　　般 44,400円

低所得者
2 24,600円
1 15,000円

70歳未満

所得区分 １カ月の負担の
上限額

上位
所得者

150,000円＋（医
療費－500,000
円）×1%

一般
80,100円＋（医
療費－267,000
円）×1%

低所得者 35,400円

医療費100万円

高額療養費として支給 30万円－87,430円＝212,570円
負担の上限額 80,100円＋（1,000,000円－267,000円）×1％＝87,430円

●100万円の医療費で、窓口の負担（3割）が30万円かかる場合
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ん
な
の
健
康
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①�常温に戻した肉に塩、こしょうをして
30分程なじませる。

②�フライパンを熱し、油をひいて肉を焼く。
1面2～3分ずつ、向きを変えながら全
ての面に焼き色をつける。

③�肉をアルミホイルで包み、付け合せの野
菜と一緒に200℃のオーブンで10分～
15分焼く。焼きあがったら肉はアルミ
ホイルのまましばらく放置し、余熱でさ
らに火を通す。

④�肉の粗熱が冷めたら薄く切り、付け合せ
の野菜と一緒に盛り付ける。

【ソース】
①たまねぎとにんにくをすりおろす。
②�肉を焼いたフライパンで①・しょうゆ・酒・みりんを加熱する。

①�トマトを1／4の
大きさに切る。
バジルはトマト
と同じくらいの
大きさにちぎる。
②�トマトとバジル
をボウルに入れ、
塩、ブラックペッパーをふりかけてよく混ぜる。
③�1～2cm幅にカットしたフランスパンをトース
ターで2～3分焼く。
④�フランスパンが焼けたら、そのうえに②をのせて
完成。

で
は
58
・
３
g
と
約
半

分
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
魚
介
類
の

摂
取
量
は
20
～
29
歳
で

55
・
３
g
、
70
歳
以
上

で
は
86
・
５
g
と
増
え

て
い
ま
す
。
ト
ー
タ
ル

す
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質

の
摂
取
量
や
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
は

年
代
別
に
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
し
か
に
、
肉
の
脂

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

飽
和
脂
肪
酸
は
、
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

く
す
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
習

慣
的
な
摂
り
す
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
が
必

要
で
す
ね
。と
は
い
え
、

肉
は
部
位
に
よ
っ
て
、

脂
の
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
カ
ロ
リ
ー
）
は
大
き

く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

牛
肉
（
国
産
）
１
０
０
g
で
比

較
す
る
と
、
ば
ら
５
１
７
ｋ
ｃ

ａ
ｌ
、
か
た
ロ
ー
ス
４
０
３
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
、
サ
ー
ロ
イ
ン（
赤
肉
）

３
１
７
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
（
２
３
８
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
）、
も
も
２
４
６
ｋ
ｃ

ａ
ｌ
、
ヒ
レ
２
２
３
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

で
す
（
五
訂
食
品
成
分
表
）。

ま
た
、
重
要
な
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
源
で
も
あ
り
ま
す
。
今

回
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に
つ

か
っ
た
も
も
肉
あ
る
い
は
ヒ
レ

肉
（
１
食
分
）
は
、
脂
質
が
少

な
め
で
、
た
ん
ぱ
く
質
は
も
ち

ろ
ん
、
鉄
も
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
調
理
で
も
油
を
少
量
し
か

使
用
し
な
い
の

で
、
実
は
低
カ
ロ

リ
ー
な
料
理
と
い

え
ま
す
。
春
野
菜

の
グ
リ
ル
を
添
え

て
、
お
も
て
な
し

料
理
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

カロリー控えめで高栄養

おもてなし肉料理

か ら だ に や さし い 食 事 づ くり

神奈川県立保健福祉大学
栄養学科 五味郁子

　

焼
肉
、す
き
焼
き
、ハ
ン
バ
ー

グ
、
ス
テ
ー
キ
、
か
ら
揚
げ
、

と
ん
か
つ
と
い
っ
た
肉
料
理

は
、
日
本
人
が
好
き
な
料
理
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
入
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
う
ま
味
た
っ
ぷ

り
の
肉
汁
が
、
心
も
お
腹
も
満

足
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
健
康
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
肉
は
悪
役
に
み
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
で
は
肉
よ
り
も

魚
が
多
く
摂
取
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。平
成
24
年
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

肉
類
の
摂
取
量
は
20
～
29
歳
で

１
１
６
g
で
す
が
、
70
歳
以
上

ブルスケッタ（４人分）の作り方 ローストビーフ・春野菜のグリル添え（４人分）の作り方

ブルスケッタ（1人分）⃝エネルギー/122kcal、ローストビーフ・春野菜のグリル添え（１人分）⃝エネルギー/291kcal
【総数�⃝たんぱく質40.5g�⃝脂質8.4g�⃝炭水化物38g�⃝鉄5.3mg�⃝塩分3.4g】

ローストビーフ・
春野菜のグリル添え

ブルスケッタ

協力・（公社）神奈川県栄養士会

材　料 量
フランスパン 1/2本
ミニトマト 1パック（150ｇ）
バジル 10枚
塩 少々
ブラックペッパー 少々

材　料 量
牛もも肉 600ｇ
塩 小さじ1
こしょう 少々
サラダ油 小さじ1
たまねぎ 小さめ1個
濃口しょうゆ 大さじ2
みりん 大さじ2
酒 大さじ4
にんにく １かけ
付け合わせ
アスパラガス 4～5本
たけのこ 1本
パプリカ 1個

み
ん
な
の
健
康
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た
。
み
ん

な
の
心
と

音
が
ピ
ッ

タ
リ
一
つ

に
な
っ
て

い
た
よ
ね
」

と
笑
顔
で

講
評
。
演

奏
の
合
間

に
は
、
ア

シ
ス
タ
ン

ト
で
参
加

し
て
い
る

太
田
夫
人
の
由
子
さ
ん
が
、
生
徒

た
ち
の
間
を
回
り
、
優
し
く
技
術

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

手
元
に
録
音
機
を
置
い
て
、
太
田

さ
ん
の
演
奏
や
歌
を
逐
一
収
録
。

自
宅
で
再
生
し
、
自
分
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
向

上
心
旺
盛
な
生
徒
も
い
ま
す
。
休

憩
を
は
さ
み
な
が
ら
の
約
２
時
間
。

和
気
あ
い
あ
い
と
ウ
ク
レ
レ
を
弾

き
、
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
満
喫
し
ま
す
。

心
癒
す
軽
や
か
な
音
色

　

鶴
見
区
か
ら
通
う
久
保
令
子
さ

ん
は
、
ウ
ク
レ
レ
は
子
供
の
頃
か

ら
の
あ
こ
が
れ
で
し
た
が
、
演
奏

は
初
め
て
。
最
初
は
う
ま
く
弾
け

る
か
、
不
安
で
し
た
が
、「
想
像

以
上
に
指
が
動
い
た
の
で
、
も
う

び
っ
く
り
。
太
田
先
生
か
ら
は
優

し
く
教
え
て
い
た
だ
け
る
し
、
み

ん
な
と
一
緒
に
演
奏
が
で
き
る
の

で
、
と
に
か
く
楽
し
い
。
そ
れ
と

指
先
を
使
い
、
大
き
な
声
で
歌
う

の
で
、
健
康
に
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
し
ら
」。
上
達
も
早
く
、
今

で
は
す
っ
か
り
ウ
ク
レ
レ
に
は

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
元
港
北
区
の
森
美
智

子
さ
ん
は
20
歳
前
後
の
頃
、
ウ
ク

レ
レ
に
興
味
を
持
ち
、
楽
器
を
購

入
し
て
独
学
で
練
習
を
始
め
ま
し

た
が
、
長
続
き
せ
ず
に
挫
折
。
シ

ニ
ア
の
年
齢
に
達
し
た
の
を
機
に
、

昔
を
思
い
出
し
て
、
も
う
一
度
弾

い
て
み
た
く
な
り
、
仲
間
に
加

わ
っ
た
そ
う
で
す
。「
ウ
ク
レ
レ

の
一
番
の
良
さ
は
、
ギ
タ
ー
と

違
っ
て
小
型
な
の
で
、
持
ち
運
び

が
自
由
な
こ
と
。
ど
ん
な
場
所
に

も
楽
に
持
っ
て
行
け
、
手
軽
に
演

奏
が
楽
し
め
る
。
音
色
も
軽
や
か

で
、
と
て
も
心
が
癒
さ
れ
ま
す
」

と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

さ
て
、
楽
し
い
演
奏
と
歌
に
加

え
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
太
田

さ
ん
の
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ
た

ウ
ク
レ
レ
教
室
。
最
後
は
、
遠
く

離
れ
た
ハ
ワ
イ
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
参
加
者
全
員
で
ウ
ク
レ
レ

を
合
奏
し
、
幕
と
な
り
ま
し
た
。

る
と
―
。
午
後
１
時
前
、

愛
用
の
ウ
ク
レ
レ
を
大
事

そ
う
に
抱
え
た
生
徒
さ
ん

が
、
次
々
と
や
っ
て
来
ま

す
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
の

は
、
太
田
さ
ん
と
ア
シ
ス

タ
ン
ト
役
の
奥
さ
ん
、
そ

れ
に
友
人
で
ウ
ク
レ
レ
仲
間
の
山

崎
彰
さ
ん
を
含
め
た
総
勢
12
名
。

　

ま
ず
初
め
に
太
田
さ
ん
が
軽
快

で
愉
快
な
曲
「
ば
あ
さ
ん
町
へ
行

く
」
を
ソ
ロ
で
弾
き
な
が
ら
歌
い

ま
す
。
次
は
全
員
で
歌
い
な
が
ら

の
演
奏
で
す
。
ウ
ク
レ
レ
の
音
が

小
さ
く
な
る
と
、
す
か
さ
ず
太
田

さ
ん
か
ら
「
小
さ
く
弾
い
ち
ゃ
ダ

メ
。
も
っ
と
大
き
く
」
と
注
意
。

「
森
の
小
径
」
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
の

名
曲
「
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」
な
ど
が

次
々
と
演
奏
さ
れ
、
軽
や
か
な
音

色
と
歌
声
が
響
き
わ
た
り
、
教
室

内
は
潮
騒
さ
ざ
め
く
〝
ハ
ワ
イ
の

世
界
〟
に
一
変
し
ま
す
。

　
「
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」
の
演
奏
が

終
わ
る
と
、
一
緒
に
ウ
ク
レ
レ
を

弾
い
て
い
た
太
田
さ
ん
が
「
う

ん
、
今
の
演
奏
は
と
て
も
良
か
っ

　

常
夏
の
島
ハ
ワ
イ
。
ハ
ワ
イ
と

聞
い
て
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の

は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
哀
調
を
帯
び

た
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
調
べ
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ウ
ク
レ
レ
も
。
横
浜
市

港
北
区
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
菊

名
寿
楽
荘
が
開
設
し
て
い
る
「
ウ

ク
レ
レ
教
室
」
に
は
、
こ
の
小
さ

な
弦
楽
器
に
魅
せ
ら
れ
た
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
が
集
い
、
元
気
い
っ
ぱ

い
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

☆

　

同
教
室
は
、「
趣
味
の
教
室
」

の
一
つ
と
し
て
、
２
年
ほ
ど
前
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。ウ
ク
レ
レ
は
、

ギ
タ
ー
な
ど
に
比
べ
る
と
小
型
で
、

弦
の
本
数
も
４
本
と
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
初
心
者

で
も
比
較
的
扱
い
や
す
く
、
楽
器

好
き
の
間
で
は
、
昔
か
ら
根
強
い

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
影
響
も
あ
り
、
教
室

は
、
ウ
ク
レ
レ
を
懐
か
し
む
シ
ニ

ア
世
代
が
多
く
集
い
、
い
つ
も
盛

況
で
す
。
開
か
れ
る
の
は
、
第
２

と
第
４
水
曜
日
の
月
２
回
。
開
設

当
初
か
ら
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

の
は
、
旭
区
に
住
む
元
横
浜
市
職

員
の
太
田
善
昭
さ
ん
で
す
。
中
学

生
時
代
に
、
進
駐
軍
の
ラ
ジ
オ
放

送
で
聴
い
た
ジ
ャ
ズ
に
夢
中
に
な

り
、
そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
の
音
楽
に

あ
こ
が
れ
て
、
ウ
ク
レ
レ
を
独
学

で
マ
ス
タ
ー
。
83
歳
の
今
も
音
楽

仲
間
と
結
成
し
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド「
カ
ニ
カ
ピ
ラ
」の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
元
気
に
演
奏
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

ウ
ク
レ
レ
は
大
き
く
弾
け
！

　

あ
る
日
の
教
室
を
の
ぞ
い
て
見

「
ウ
ク
レ
レ
」
は
楽
し
い

  
ハ
ワ
イ
に
夢
を
馳
せ
、
元
気
に
演
奏

み
ん
な
の
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康
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14
歳
の
男
子
で
す
。
夕
食
後
、

左
の
下
腹
部
と
陰
嚢
に
強
い
痛

み
を
感
じ
ま
し
た
。
１
～
２
時

間
様
子
を
見
ま
し
た
が
痛
み
は

強
く
な
り
、
陰
嚢
も
腫
れ
て
き

て
い
ま
す
。
熱
は
あ
り
ま
せ
ん

が
吐
き
気
が
あ
り
ま
す
。
夜
間

で
も
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　

精
巣
捻
転
症
と
い
う
病
気
で

す
。
精
索
と
い
う
精
巣
の
血
管
が

急
激
に
ね
じ
れ
る
こ
と
に
よ
り
精

巣
の
血
流
が
障
害
さ
れ
る
状
態

で
、
直
ち
に
治
療
を
し
な
い
と
精

巣
が
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
歳

に
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
が
特

に
10
歳
台
に
多
く
発
症
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
の
病
気
で
す

か
？
ど
の
よ
う
に
治
療
を
す
る

の
で
す
か
？

　

症
状
は
陰
嚢
か
ら
下
腹
部
に
か

け
て
の
痛
み
で
す
。
痛
み
は
夜
間

に
お
こ
り
や
す
く
、
多
く
の
場
合

突
然
強
い
痛
み
が
お
こ
り
ま
す

が
、
徐
々
に
発
症
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
陰
嚢
は
正
常
の
２
～
３

倍
に
腫
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
捻
転
時
間
が
４
～
６
時

間
以
内
な
ら
ば
ね
じ
れ
を
元
に
戻

す
こ
と
に
よ
り
精
巣
を
温
存
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
が
12
時
間
を
越

え
る
と
、
多
く
の
場
合
で
精
巣
は

腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

治
療
は
通
常
は
可
能
な
限
り
早

く
手
術
に
ふ
み
き
る
こ
と
で
す
。

手
術
に
よ
っ
て
精
巣
の
ね
じ
れ
を

元
に
戻
し
、
血
流
が
回
復
す
れ
ば

精
巣
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
流
が
戻
ら
な
い
と
き
は
精
巣
を

摘
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
精
巣
が
腫
れ
る
病
気
は

あ
り
ま
す
か
？

　

精
巣
捻
転
と
区
別
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
病
気
と
し
て
は
、
同
じ

よ
う
に
精
巣
が
腫
れ
る
精
巣
上
体

炎
と
精
巣
腫
瘍
、
陰
嚢
水
腫
が
あ

り
ま
す
。
陰
嚢
水
腫
は
陰
嚢
に
水

が
た
ま
り
腫
れ
る
病
気
で
あ
り
、

精
巣
腫
瘍
は
精
巣
に
発
生
す
る
癌

で
す
。
こ
れ
ら
は
痛
み
を
伴
う
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
短
時
間
で

急
速
に
腫
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

精
巣
捻
転
と
の
区
別
は
難
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
精
巣
上
体
炎
は
陰

嚢
内
の
精
巣
上
体
と
い
う
部
位
に

細
菌
が
感
染
し
て
腫
れ
と
痛
み
を

お
こ
す
の
で
、
精
巣
捻
転
と
似
た

よ
う
な
症
状
と
な
り
区
別
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
尿
検
査
や

血
流
を
表
示
す
る
超
音
波
検
査
な

ど
で
区
別
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
判
断
に
困
る
と
き
は
精
巣

を
救
う
た
め
に
手
術
を
行
い
、
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

精
巣
捻
転
症
は
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
突
然
陰
嚢
が
痛
ん
で
腫

れ
た
場
合
は
、
休
日
や
夜
間
で
も

様
子
を
見
る
こ
と
な
く
直
ち
に
泌

尿
器
科
専
門
医
あ
る
い
は
救
急
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

陰嚢がはれました、
痛みもあります

齋
さい�とう

藤　竜
りゅう�いち

一横浜市泌尿器科医会
緑園さいとうクリニック

　にきびは以前、病院にかかる
病気ではないと言われていました
が、憂鬱な気分になり生活に支
障をきたすことすらあるので正し
い治療が必要です。
　日本で使えるにきび治療薬は、
欧米に比べ少なかったのですが、
最近その数は増えており効果は
かなり期待できます。しかし注意
点が２つあります。
　まず、薬の刺激が強いという
ことです。にきびは角質が毛穴を
ふさいで皮脂がたまり、その結果
炎症や化膿を起こす病気です。
にきび治療薬は、角質をとり閉塞
をなくして治すため刺激が強く、
皮膚がかさかさになったり赤く
なったりします。これは初めの２
週間に強く現れます。この時点
でこの薬は合わないと自分で中止
してしまう人が多く、その割合は
なんと50％以上に上るそうです。
にきびのできにくい保湿剤を併用
したり塗り方を工夫したりするな
どきちんと医師の指導を受ければ
継続することができ良い結果に
つながります。ピーリングも同じ
機序ですが管理を必要とし現在
は医療機関でのみ許可されてい
ます。また、治療効果があるか
の様に宣伝されているにきび用
化粧品にも刺激の強いものがあ
ります。にきびの治療も正しい指
導の下に医療機関で受けること
をお勧めします。
　次に治療には時間がかかると
いうことです。どんなに良い薬で
も効果がでるのに１か月から３か
月かかることもあります。毎日気
にしてさわっているとかえって痕
になったり、色素沈着を残します。
瘢痕や色素沈着は非常に難治で
す。気にせず根気よく治療するこ
とが大切です。� （グッピー）

合待 室

精索 ねじれた
精索

壊死した
精巣

精巣
上体

精巣捻転

精巣
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休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ

午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 社会保険横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ケ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
旭区 上白根病院 ☎（045）951−3221
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111
瀬谷区 横浜桐峰会病院 ☎（045）303−1151

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ケ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707

旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）852−6221
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時〜正午まで

横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時〜午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

①横浜市救急医療情報センター
　　　　　　24時間対応

＃7499
または

☎045-227-7499②横浜市小児救急電話相談
平日：18時〜翌朝9時 土曜：13時〜翌朝9時 日祝日・年末年始：9時〜翌朝9時
横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

横浜市北部夜間急病センター
☎045-911-0088

横浜市夜間急病センター
☎045-212-3535

横浜市南西部夜間急病センター
☎045-806-0921

３月 〜 ５月 の 放 送 予 定
３月★ 14日 骨粗しょう症（1）

★ 21日 春分の日のためお休み
★ 28日 骨粗しょう症（2）

４月★ 4日 コンタクトレンズ
★ 11日 カラーコンタクトレンズ
★ 18日 躁うつ病（1）
★ 25日 躁うつ病（2）

５月★ 2日 これからの婦人科療法と
漢方療法（1）

★ 9日 これからの婦人科療法と
漢方療法（2）

★ 16日 内視鏡による胃がん検診（1）
★ 23日 内視鏡による胃がん検診（2）

（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。）
毎週金曜日午後1時30分より
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様々な条件（診療科目・地域・駅名�etc.）をクリックすることにより、
お探しの医療機関を検索できます。

地域医療連携センター ☎045-201-8712
運営時間：午前9時〜12時／午後1時〜5時�月曜〜金曜（土・日・祝日を除く）
お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。
また、ご希望により診療所や病院の情報と地図を
FAXで送ります。

かかりつけ医検索ホームページ
横浜市医師会 検 索
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